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組踊の謙譲語―現代首里方言との比較を通して― 
 
 
西 岡   敏 
 
１．はじめに 
 これまで、筆者は現代の沖縄語首里方言の敬語について考察を行ない、その体系の解
明につとめてきた(西岡敏2002a、2002b、2003)。研究を進めるにつれて、その体系が
時間を経ていかにして形成されたか、すなわち、通時的な観点からも関心を抱くように
なっている。現代の沖縄語のみならず、過去の沖縄語の敬語表現についても明確に提示
する必要があろう。そこで、本稿では沖縄の古典劇である｢組踊｣の謙譲語に焦点を当て
る。沖縄語においても、共通語(日本語)と同じく、敬語表現は、丁寧語、尊敬語、謙譲
語の三本柱からなる。謙譲語は、方言ではあまり発達していないとされていた(加藤政信
1973:49、山田達也1986:192)。しかしながら、筆者は、現代の沖縄語首里方言におい
て、共通語とは部分的には異なるものの、かなり発達した様相をなしていることを提示
してきた。本稿では、その沖縄語首里方言よりも時代をさかのぼった「組踊」(18～19
世紀)の言語における謙譲語表現を考察してみたい。組踊は、
たまぐすくちょうくん
玉城朝薫(1684～1734)
によって創始された沖縄語による楽劇で、過去の作者たちによって創作された数十の組
踊台本は、当時の言語テキストとして見なすことができる。そうした言語テキストを言
語学的に分析することによって、すでに幸地一1987、沖縄古語大辞典編集委員会1995
などの成果が得られている。 
 本稿では、組踊で用いられる沖縄語を組踊語と呼ぶことにし、伊波普猷1974[1929]
『伊波普猷全集』第3巻「琉球戯曲集」所載の11の組踊を言語テキストとして考察の対
象とする。組踊語の謙譲語を現代首里方言の謙譲語と比較し、その共通点と相違点を見
ていきたい。首里方言の話者として、
い
伊
かり
狩
ふみ
典
こ
子氏(1931年生まれ･女性)からは多くのご
教示を得た。用例を引用する際に、ローマ字表記をカタカナ表記に置き換えた(表記は西
岡･仲原穣2000によるもの)。組踊の出典は以下のごとく示した。「護佐丸」＝護佐丸敵
討、「執心」＝執心鐘入、「忠士」＝忠士身替の巻、「銘苅子」＝銘苅子、「孝行」＝孝行
之巻、「大川」＝大川敵討、「大城崩」＝大城崩、「女物狂」＝女物狂、「手水」＝手水の
縁、「花売」＝花売の縁、「万歳」＝万歳敵討。(執心53上)は、組踊「執心鐘入」からの
用例で、53頁の上段にあることを示す。訳出には、当間一郎1975、沖縄古語大辞典編
集委員会1995を参考にした。 
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２．組踊語における謙譲語の一般形 
2．1．現代首里方言との対比 
 組踊語における謙譲語の一般形は、現代の首里方言と重なる部分とそうでない部分が
ある。首里方言における謙譲語の一般形については、西岡2003:104で次のようにまと
めている( ｢ はアクセントの高、 ｣ はアクセントの低)。 
 
1．ウ-連用形(グ-漢語名詞)＋｢ス｣ン(する系) 
2．ウ-連用形(グ-漢語名詞)＋｢ウゥガムン(拝む系) 
3．ウ-連用形(グ-漢語名詞)＋｢ウン｣ヌキユン(申し上げる系) 
4．    テ 形    ＋｢ウサ｣ギユン(差し上げる系) 
 これらの形式が組踊語ではどうなっているのか、以下より示していきたい。 
2．1．1．する系 
 1(する系)について、組踊語でも前部要素が「ウ-連用形」および「ウ-名詞」の形を
した例が多くある。「ウ-連用形」の「連用形」は転成名詞化して、「ウ-連用形」か「ウ-
名詞」か、区別が付けられないものも多い。いずれも「話手が補語を高め、主語を低め
る」(菊地康人1994:210)謙譲語の表現である(下線部筆者)。 
 
(1)ウマチ シュン(用例数1)(前部要素＝ウ-連用形) 
し で
死出が
やまみち
山道  シディガ ヤマミチニ 死出の山道に 
お ま
御待ちしゆん てやり ウマチ シュン ティヤリ お待ちしていると、 
(手水274上) 
話手＝玉津(女) 主語＝玉津 補語＝山戸(男･目上に相当) 
 
(2)ウトゥイツィジ シュン(用例数2)(前部要素＝ウ-連用形、ウ-転成名詞) 
このやう
此様  クヌ ヨー  そのように 
お
御
とり
取
つぎ
次しやべら 。 ウトゥイツィジ シャビラ 。 お取次ぎしましょう。 
(忠士91下) 
話手＝門番 主語＝門番 補語＝吉田の子(来訪者･目上) 
 
(3)ウトゥム シュン(用例数9)(前部要素＝ウ-名詞) 
お
とも
供しやべら 。 ウトゥム シャビラ 。 お供しましょう。 
(忠士105上) 
話手＝波平大主･平安名大主 主語＝波平大主･平安名大主 補語＝若按司(主君の子･目上) 
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(4)ウユウェー シュン(用例数2)(前部要素＝ウ-転成名詞) 
をど
躍りはね
あそ
遊で、 ウゥドゥイハニ アスィディ、 踊り跳ね遊んで、 
御祝ひしやべら 。 ウユウェ シャビラ 。 お祝いしましょう。 
(忠士109上) 
話手＝波平大主 主語＝波平大主はじめ味方一同 補語＝若按司(主君の子･目上) 
 
(5)ウミメー シュン(用例数1)(前部要素＝ウ-転成名詞) 
はゝ
母
をが
拝みぼしやあても ファファ ウゥガミブシャ アティン 母にお会いしたくても 
こんつき
今月や
わ み
我身も クンツィチヤ ワミン 今月は私も 
ぎゃう
行 に
と
取りかゝて、 ジョーニ トゥイカカティ、 修行に取りかかっていて、 
お
御
み
見
まひ
舞もすらぬ 。 ウミメーン スィラン 。 お見舞いもしていない。 
(万歳304下) 
話手＝慶運(謝名の子の弟) 主語＝慶運 補語＝母(目上) 
 
2．1．2．拝む系 
 2(拝む系)については、「ミュンツィケー ウゥガミュン」(大川222下)の形があって、
現代首里方言の「ウンチケー ウゥガムン」(お招きする)につながる形として注目され
る。具体的には「準特定形」の節で後述するが、拝む系の謙譲語表現がすでに組踊語に
あった証拠として提示できる例である。また、「連用形＋ウゥガミ(「拝む｣の命令形)」
という形が組踊語にある。接頭語「ウ」が無く、「我が子｣(目下)あるいは「敵」である
聞手に対する命令形で、それ自体は敬意を求める尊大な言い方だが、現代の「ウ-連用形
＋ウゥガムン」(拝む系の謙譲語一般形)につながるものとして注目される。「ウゥガム
ン」は元来「ンジュン(見る)」「イチャユン(会う)」の謙譲語の特定形である(注1)。 
 
(6a)チチウゥガミュン① 
やあ、なし
ぐわ
子、 ヤー、ナシグヮ、 やあ、我が子、 
みすく
きゝ
聞
をが
拝め。 ミスィク チチウゥガミ。 しかと聞きなさい。 
(銘苅子134上) 
話手＝銘苅子 主語＝なし子(我が子) 補語＝上使(目上)？ 
(6b)チチウゥガミュン② 
やあ、八重瀬、 ヤー、エェージ、 やあ、八重瀬、 
みゝ
耳の
ね
根よ
あ
開けて、 ミミヌ ニユ アキティ、 耳の根を開けて、 
みすく
きゝ
聞
をが
拝め。 ミスィク チチウゥガミ。 しかと聞きなさい。 
(忠士105下) 
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話手＝崎枝のひや 主語＝八重瀬の按司(敵) 補語＝若按司一行(目上)？ 
 
 
 
 
写真１：八重瀬グスク 
｢忠士身替の巻」の敵役、 
八重瀬の按司の居城 
 写真２：八重瀬グスク（本殿跡） 
東部から北部方面を 
見渡せるところにある 
 
2．1．3．申し上げる系 
 3(申し上げる系)についても、現代の首里方言と対応する形「ウ(グ)～ウンニュキユ
ン」がすでに組踊語に存在している。前部要素が「言う」対象となっていることも同様
である(この前部要素を本稿では「発言名詞」と呼ぶ)。「ウンニュキユン」(申し上げる)
は元来「ッユン(言う)」の謙譲語の特定形である。なお、組踊語には「ウンニュキユン」
の前に「ミ【御】」が付いた「ウ(グ)～ミュンニュキユン」という形もある(例(8))。 
 
(7)グイチン ウンニュキユン(用例数1) 
度々御意見 タビタビ グイチン たびたびご意見を 
おんにゆけらむで、 ウンニュキランディ、 申し上げようと、 
(大川208下) 
話手＝泊 主語＝満納の子 補語＝谷茶の按司(満納の子の主君･目上) 
 
(8)グフィジ ミュンニュキユン(用例数2) 
ころ
殺ち
き
来やべたんてやり クルチ チャービタンテイ 殺して来ましたと 
ご
御
へ
返
じ
事みおんにゆけて ､ グフィジ ミュンニュキティ ､ ご返事を申し上げて、 
(手水276下) 
話手＝志喜屋の大屋子 主語＝志喜屋の大屋子 補語＝盛小屋の大主(主君･目上) 
 
2．1．4．差し上げる系 
 4(差し上げる系)について、組踊語で「テ形＋ウシャギユン」の形は見出すことがで
きなかった。ただし、「ご返事さしあげる」のような言い方(すなわち「ウ(グ)＋発言名
詞＋ウシャギユン」)は、例(9)のごとく可能であったようである。また、「ウシャギユ
ン」(さしあげる)のみならず、「アギユン」(あげる)の例もある(例(10))。首里士族男
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子の言葉を記述した『沖縄語辞典』によれば、「アギユン」は「ウシャギユン」よりも「格
式ばった、丁寧な語」(国立国語研究所2001[1963]:104)という。 
 
(9)グフィジ ウシャギユン(用例数1) 
弔ひや
す
済まち、 トゥムレーヤ スィマチ、 (夫の)弔いを済ませて、 
よしあしの
ご
御
へ
返
じ
事 ユシアシヌ グフィジ よしあしのご返事を 
おしやげらんしゆもの、 ウシャギラン シュムヌ、 さしあげたいので、 
(大川199下) 
話手＝乙樽 主語＝乙樽 補語＝谷茶の按司(目上) 
 
(10)グフィジ アギユン(用例数1) 
夫の仏事うちなち、 ウゥトゥヌ ブツィジ ウチナチ、 夫の仏事を済ませてから、 
御返事上げらの グフィジ アギラヌ ご返事をさしあげたいとの 
(大川208上) 
話手＝乙樽 主語＝乙樽 補語＝谷茶の按司(目上) 
 
 なお、「グフィジ ウサギユン」(御返事をさしあげる)という表現について、現代首里
方言の話者である伊狩氏は、言われたら分かるけれども自分では使わない表現という。 
 
３．組踊語における謙譲語の特定形 
3．1．現代首里方言との対比 
 組踊語における謙譲語の特定形は、現代の首里方言とほぼ同じ形式を備えているだけ
でなく、加えて、語頭に「ミ【御】」を付けたより丁寧な形式も見ることができる。西岡
2003:105-106では、首里方言における謙譲語の特定形を次のように挙げていた。 
 
｢ウサ｣ギユン(さしあげる) ｢クィユ｣ン(あげる) 
 ｢トゥラスン(やる) 
｢ユシ｣リユン(うかがう) ｢イチュ｣ン(行く) 
 ｢チューン(来る) 
｢ウゥガムン(拝見する･お目にかかる) ｢ンジュン(見る) 
 ｢イチャ｣ユン(会う) 
｢ウン｣ヌキユン(申し上げる) ｢ッユ｣ン(言う) 
｢ウミ｣カキユン(お見せする) ｢ミシユン(見せる) 
｢ウンデー ｢サリ｣ユン(お叱りを受ける) ｢ヌラ｣ーリユン(叱られる) 
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 上記の形とつながる特定形は、すでに組踊語にほとんど見られる。ただし、最後の「ウ
ンデー サリユン(お叱りを受ける)」の用例は見当たらない。以下に、組踊語における
謙譲語特定形の例を一例ずつ挙げる。 
 
(11)ウシャギユン(用例数3) 
こゝろ
心 あるものや ククル アル ムヌヤ 心ある者は 
お
御
しゆ
主
が
加
な
那
し
志
お
御
だめ
為 ウシュガナシ ウダミ 国王のため 
お
御
まん
万
ちよ
人の
ため
為に ウマンチュヌ タミニ 人民のために 
いのち
命 おしやげらば 、 イヌチ ウシャギラバ 、 命をさしあげたなら、 
(孝行140下) 
話手＝頭取 主語＝心あるもの 補語＝御主加那志(国王)･御万人(人民)(目上) 
 
(12)ユシリユン(用例数13) 
よしれやり
き
来やあべたる。 ユシリヤイ チャービタル。 うかがって来ました。 
(忠士80下) 
話手＝亀千代 主語＝亀千代 補語＝若按司･平安名大主(目上) 
 
(13)ウゥガミュン(用例数56)(注2) 
(13a)ウゥガミュン(拝見する) 
お
御
ふれい
触 よ
をが
拝で、 ウフリーユ ウゥガディ、 お触れを拝見して、 
(忠士91上) 
話手＝吉田の子 主語＝吉田の子  
補語＝八重瀬の按司(目上)が出したお触れ(所有者敬語、角田太作1991の用語) 
(13b)ウゥガミュン(お目にかかる) 
わか
若
あ
按
じ
司よ 
をが
拝ま 。 ワカアジユ  ウゥガマ 。 若按司にお目にかかろう。 
(忠士101上) 
話手＝波平大主 主語＝波平大主 補語＝若按司(主君の子･目上) 
 
(14)ウンニュキユン(用例数21、「ミュンニュキユン」を含む) 
思ひきはめやり、 ウムイ チワミヤイ、 思いを極めて、 
おんによけるばかり、 ウンニュキル バカリ、 申し上げるばかり。 
(忠士86下) 
話手＝亀千代 主語＝亀千代 補語＝若按司(主君の子･目上) 
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(15)ウミカキユン(用例数9、「ミューミカキユン」を含む) 
をど
踊て 
お
御
め
目かけれ 。 ウゥドゥティ  ウミカキリ 。 踊ってお目にかけなさい。 
(花売284下) 
話手＝猿引 主語＝猿 補語＝乙樽･鶴松(観客･目上) 
 
 「ウンニュキユン」「ウミカキユン」に関しては、語頭に「ミ【御】」が付いた「ミュ
ンニュキユン(ミュンミュキユン)」「ミューミカキユン」の例がある。この「ミ【御】」
の付いた言い方について、伊狩氏は使わないという。首里言葉のあいさつ表現を紹介し
ている渡名喜聡･多和田真淳1979:851,852には、「申し上げる」の上流語に「ヌンヌキ
ーン」、「ご覧になる」の上流語に「ヌンカキーン」(お目にかけるも同形)とあり、組踊
語の「ミュンニュキユン(ミュンミュキユン)」は「ヌンヌキーン」と、「ミューミカキユ
ン」は「ヌンカキーン」と対応すると考えられる。 
 ここで「ミュンニュキユン(ミュンミュキユン)」が「ウンニュキユン」より高い待遇
を示すか、あるいは、「ミューミカキユン」が「ウミカキユン」より高い待遇を示すかと
いった問題が出てくる。前者の「ミ【御】」の付いた形は、例えば「ミュンニュキユン」
の場合、高める対象となる人物(補語)が「国王」「按司」クラスのときに用いられている
ことが多いけれども、「手水の縁」の例(16d)のように「大主」クラスに対して用いられ
ているものもある。父母に対して用いられた例はない。 
 
(16)ミュンニュキユン(ミュンミュキユン) 
(16a)ミュンニュキユン 
やぐさめどあすが、 ヤグサミドゥ アスィガ、 恐れ多いが、 
ねげ
願よみおんによけら｡ ニゲユ ミュンニュキラ｡ 願いを申し上げよう。 
(忠士95上) 
話手＝吉田の子 主語＝吉田の子 補語＝八重瀬の按司(目上) 
(16b)ミュンミュキユン 
お
御
しゆ
主
が
加
な
那
し
志
てん
天に ウシュガナシティンニ 国王様に 
みおんみゆけてからや ミュンミュキティカラヤ 申し上げてからは 
(孝行153下) 
話手＝頭取 主語＝頭取 補語＝御主加那志天(国王)(目上) 
(16c)ミュンニュキユン 
あゝ、
おとろ
恐ろしやも
し
知らぬ アー、ウトゥルシャン シラン ああ、恐ろしさも知らず 
みおんにゆけやべすが、 ミュンニュキヤビスィガ､ 申し上げますが、 
(大川194上) 
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話手＝満納の子 主語＝満納の子 補語＝谷茶の按司(主君･目上) 
(16d)ミュンニュキユン 
たゞいま
只今の
ご
御
へ
返
じ
事 タダイマヌ グフィジ 早速のご返事を 
みおんにゆけれてやり ミュンニュキリ ティヤリ 申し上げよとの 
(手水270下) 
話手＝志喜屋の大屋子 主語＝志喜屋の大屋子 補語＝盛小屋の大主(主君･目上) 
 
3．2．かめる（おしいただく[頂戴する]系）・すでる（孵化する系） 
 西岡2002a:84-86では、共通語(日本語)のやりもらい動詞「いただく」にあたる動詞
が、沖縄語首里方言では文として出にくいということを述べた。しかしながら、単語と
して「いただく」に当たる沖縄語が「カミユン」であり「シディユン」であることは現
在でも知られている(伊狩典子氏によるご教示で、『沖縄語辞典』にも記述あり)。原義は
それぞれ「頭上におしいただく」(国立国語研究所2001[1963]:305)、「卵がかえる。
孵化する」(国立国語研究所2001[1963]:467)であり、伊狩氏によればそれらの意味を
原義として「いただく」の意味が出てきたように感じられるという。組踊語の「カミユ
ン」「スィディユン」の例を挙げる。 
 
(17)カミユン 
あの
しゆ
衆から
ご
御
ほう
褒
び
美
きん
金。 アヌ シューカラ グフービチン｡ あの方からの御褒美金。 
たうたう、かめれかめれ｡ トートー、カミリ カミリ｡   さあ頂戴しろ頂戴しろ｡ 
(花売288上) 
話手＝猿引 主語＝猿 補語＝乙樽･鶴松(観客･目上) 
 
(18)スィディユン 
ご
御
ほう
褒
び
美すでゆすや グフービ スィディユスィヤ ご褒美をいただくのは 
(忠士95上) 
話手＝吉田の子 主語＝吉田の子 補語＝八重瀬の按司(目上) 
 
 こういった言い方は、伊狩氏によれば、聞いて分かる表現ではあるけれども、自らが
口にすることはない表現という。すなわち、「グフービ カミユン」「グフービ シディ
ユン」という言い方についてたずねてみたところ、聞いたら分かるけれども自分では使
わない表現であるという回答であった。謙譲の意味「～いただく」の「カミユン」「シデ
ィユン」は可能な表現かもしれないが、あくまでも聞いても分かるという表現であり、
自らが使うことは殆どないという。ただし、「ウサク カミユン(御酌を頂戴する)」とい
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う決まった表現などは使うとのことである。 
 
3．3．がらめく（たてまつる系） 
組踊語には「ガラミチュン」という「奉仕する」「勤める」「奉る」といった意味を持
った語が出てくる。伊狩氏には不明の語で、使ったことはないという。この語は『沖縄
語辞典』には、「[文]奉仕する。勤める。まれな語。ウトゥム ～.お供申し上げる。『が
らめき 勤め営む事也(混効験集)』」（国立国語研究所2001〔1963〕:189）とあり、『沖
縄語辞典』編集当時(1963年)も「文語」「まれな語」であったことが知れる。組踊語に
は、「ウ～ガラミチュン」という一般形にも分類できそうな形をした用例もある(例(20)
「ウトゥム ガラミチュン」など)。また、「メデイ ガラミチュン」(御奉公たてまつる)
という準特定形に分類できそうな例もある(例(21))。 
 
(19)ウミサマシ ガラミチュン(用例数2) 
たうたう、  トートー、  さあさあ、 
お
御
め
目さましがらめけよ 。 ウミサマシ ガラミキユ 。 お目を覚まさせ奉れよ。 
(万歳316下) 
話手＝高平良御鎖の供 主語＝京太郎(実は謝名の子と慶運の兄弟)  
補語＝高平良御鎖(目上) 
 
(20)ウトゥム ガラミチュン(用例数2) 
急ぢ思子 イスジ ウミングヮ 急いで若君様の 
御供がらめきやり、 ウトゥム ガラミチャイ、 お供をたてまつって、 
(大城崩226上) 
話手＝外間の子 主語＝外間の子 補語＝思子(若按司)(目上) 
 
 
 
 
写真３：大城グスク 
｢大城崩」で、大城の按司 
(若按司の父）の居城 
 写真４：大里グスク 
｢大城崩｣｢忠士身替の巻｣に 
登場するグスク 
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(21)メデイ ガラミチュン(用例数1) 
あ
按
じ
司
が
加
な
那
し
志
み や だい り
御奉公 アジガナシ メデイ 按司加那志のご奉公を 
がらめきもすらぬ、 ガラミチン スィラン、 たてまつりもしないで、 
(忠士95上) 
話手＝吉田の子 主語＝吉田の子 補語＝八重瀬の按司(目上) 
 
４．組踊語における謙譲語の準特定形 
 現代の首里方言における謙譲語の準特定形とは、前部要素全体で一つの敬語の名詞を
作り、その一方で後部要素は一般形と同じく「～スン(する)」「～ウゥガムン(拝む)」な
どが付くものである(西岡2002a:111、2003:106)。組踊語の例をいくつか挙げる。 
 
(22)ウンツィケー シュン(用例数2) 
まづ
やど
宿んかへ マズィ ヤドゥンカイ まずは宿へ 
おんつかひしやべら。 ウンツィケー シャビラ。 お招きしましょう。 
(銘苅子134上) 
話手＝銘苅子 主語＝銘苅子 補語＝上使(目上) 
 
(23)ミュンツィケー ウゥガミュン(用例数1) 
元の御城に  ムトゥヌ ウグスィクニ  元のお城に 
み
美
おん
御
つかひ
遣 拝みやべら 。 ミュンツィケー ウゥガミャビラ 。 お招きいたしましょう。 
(大川222下) 
話手＝村原のひや 主語＝村原のひや 補語＝若按司(目上) 
 
 伊狩氏は「ウンチケー スン」「ウンチケー ウゥガムン」(お招きする)は用いるけれ
ども、「ミ～【御】」が付いた「ミュンチケー スン」「ミュンチケー ウゥガムン」は用
いないという。渡名喜聡･多和田真淳1979:852には、「招待する」の上流語に「ヌンチ
ュケー ウガヌン」とあり、これが組踊語の「ミュンツィケー ウゥガミュン」と対応
する語と考えられる。その他の準特定形の例は以下の通り。 
 
(24)カミニゲー シュン(用例数1) 
按司加那志天の アジガナシティンヌ 按司加那志天の 
と
十
ひゃく
百
さい
歳の御果報 トゥヒャクセヌ ウガフ 千年の御果報を 
かめ願よしちをて、 カミニゲユ シチュティ、 神にお願いして、 
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(大川183下) 
話手＝乙樽 主語＝乙樽 補語＝按司加那志天(谷茶の按司)(目上) 
 
 伊狩氏の言葉(現代首里方言)では「カミニングヮン スン」(神念願する)という。「ニ
ゲー(願い)」が「ニングヮン(念願)」に置き換わっている。 
 
(25)ムヌシラリ シュン(用例数2) 
このやど
此宿のうちに クヌ ヤドゥヌ ウチニ この宿のうちに 
もの
物しられしやべら ムヌシラリ シャビラ ご案内を乞いましょう。 
(執心53下) 
話手＝若松 主語＝若松 補語＝宿の住人(目上) 
 
 「ムヌシラリ」という表現は、もはや現代の首里方言では用いられないようである(伊
狩氏)。ただし、『沖縄語辞典』には「〔文〕案内を乞うこと。問いかけて、応待を乞うこ
と」(国立国語研究所2001[1963]:392)とある。「ムヌシラリ」の「シラリ」は、「シラ
リユン」(知られる)の連用形ということができる。「シラリユン」は、高貴な人に「知ら
れる」ということから、「申し上げる」という意味になってゆく。いくつかの琉球語諸方
言でその対応形が見られる。例えば、石垣方言の「ッサリルン(ッサリン)」も「しられ
る」に対応する形で、「申し上げる」の意味を持つ(宮城信勇2003:591)。 
 
(26)メデイ シュン(用例数2) 
し ゆ り
首里みやだいりしゆすど シュイメデイ シュスィドゥ 首里へのご奉公をするのが 
あ
按
じ
司みやだいりしゆすど アジメデイ シュスィドゥ 按司へのご奉公をするのが 
(銘苅子131下) 
話手＝銘苅子 主語＝銘苅子 補語＝国王(目上) 
 
 「メデイ スン」という表現も、現代の首里方言には残っていないようである(伊狩氏)。
「メデイ」は「み-おや-だいり【御-親-内裏】」に対応するとされ(沖縄古語大辞典編集
委員会1995:628）、「御奉公」という意味。すなわち、「メデイ シュン」の直訳は「御
奉公する」ということである。 
 また、組踊の中には含まれていないが、伊波(1974[1929]:32)に掲載の「入子躍」に
は、現代首里方言の「ッウィーチェー ウゥガムン」に相当する句を持つ琉歌がある。 
 
(27)ッウィーチェー ウゥガミュン 
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け
今
ふ
日や 
お
御
いき
行
やひ
合をがで 、 キユヤ  ッウィチェ ウゥガディ 、 今日はお会いして 
いろいろの遊び、 イルイルヌ アスィビ、 いろいろの遊び 
あ ち や
明日や
おもかげ
面影の アチャヤ ウムカジヌ 明日は面影が 
た
立つよと
め
思ば。 タチュラ トゥミバ。 立つかと思うと 
(入子躍32下) 
 
５．「連用形＋おはる」（～ヨール）について 
 「おもろさうし」の時代には尊敬語であった「連用形＋おはる」の形であるが、組踊
語では、敬度漸減によって、もはや主語に来るものが高く位置付けられるべきものでは
なくなっている(仲宗根政善1987:231)。さらに、現代の首里方言になると、この形式
自体が完全に廃れ、古風な文語としての認識しか得られなくなる(伊狩氏)。組踊の「お
はる」(～ヨール)について、仲宗根1987:231は次の二つに分類する。 
(イ)自分の動作に用いられた例: 
ディヨー
出様
チ
ち
ャ
や
ル
る
ム
も
ヌ
の
ヤ
や<まかりいでたる者は> 
(ロ)目下の者に用いられた例: 
(あまおへから供へ) 
サキ
酒
ユ
よ 
サキ
酒
ユ
よ 
ダ
出
シ
し
ョ
や
ー
う
リ
れ 
ダ
出
シ
し
ョ
や
ー
う
リ
れ (護佐丸敵討) 
(外間の
シー
子から供へ) 
ヤドゥヌシ
宿主
ヌ
の 
ミョージ
名字 
タズ
尋
ニ
ね
ヤ
や
イ
り
キ
き
ヨ
や
ー
う
リ
れ  (忠士身替の巻) 
 組踊の「連用形＋おはる」は、自分の動作に用いる「ディヨーチャル」(まかり出た)
のような決まり文句を除き、大部分が目下に対する命令形、すなわち、「～ヨーリ」とい
う形で「動作の主語＝聞手」となっている(全37例中、33例)。命令形以外は4例のみで、
それらはすべて「～して」(～ヨーチ)というテ形(接続形)である。命令形の場合、「目上
への敬意」ということがあまり感じられず、目下の聞手に対して単に動作を促している
ということで、敬語としてとらえにくいものが多い。一方、テ形(接続形)の場合、「目下
が目上のために敬意のある動作をして」ということで謙譲語としてとらえられるものが
ある(注3)。しかし、こうした言い方は副次的･限定的なもので、やはり目下の聞手に対す
る命令･言いつけが主たる意味であると考えられる。 
 
5.1．敬語としてとらえにくい例 
(28)イヨーリ(命令形) 
たうたう  トートー  さあさあ 
い
入やうれ
い
入やうれ 。 イヨーリイヨーリ (命令形)。 入りなさい入りなさい。 
(執心60下) 
話手＝座主 聞手＝若松 主語＝若松 補語＝？ 
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5.2．謙譲語としてとらえられる例 
(29a)シラショーチ①(テ形) 
この
此やう
はゝ
母に  クヌ ヨー ファファニ  このことを母に 
し
知らしやうち 、 シラショーチ (テ形)、  お知らせして、 
(護佐丸39下) 
話手＝鶴松(兄) 聞手＝亀千代(弟) 主語＝鶴松･亀千代 補語＝母(目上) 
 
(29b)シラショーチ②(テ形) 
ざ
座
す
主に
こ
此のやう  ザスィニ クヌ ヨー  座主にこのことを 
し
知らしやうち、  シラショーチ (テ形)、  お知らせして、 
(女物狂250上) 
話手＝小僧 聞手＝盗人･子 主語＝小僧 補語＝座主(目上) 
 
(30)ショーチ(テ形) 
ゑい、小僧。 イィー、クズー。 さあ、小僧。 
ふんべつ
分別をしやうち、 フンビツィウゥ ショーチ(テ形)､ 分別をいたして、 
しばて
お
置こうや。 シバティ ウコーヤ。 しばって置こうよ。 
(女物狂252上) 
話手＝座主 聞手＝小僧 主語＝小僧 補語＝みんな？ 
 例(30)は敬意の対象となる高められる補語が設定しにくいので、通常の補語を高める
謙譲語としてはとらえにくい。 
 
６．まとめ 
 全体的にみて、組踊において頻出する謙譲語は、現代における首里方言の謙譲語と似
た姿をしている。特に、特定形は、「ミ～【御】」の付く言い方が殆ど失われてきている
ものの、現代首里方言がほぼ同じ言い方を受け継いでいると言えよう。しかしながら、
組踊語では、現代首里方言で殆ど用いられない「いただく」に相当する「カミユン」(原
義:おしいただく[頂戴する])「スィディユン」(原義:孵化する)という形、「たてまつる」
「奉仕する」に相当する「ガラミチュン」という形が謙譲語として用いられている。ま
た、準特定形も、現代首里方言とは異なる前部要素を持つものがある(「カミニゲー～」
「ムヌシラリ～」など)。「おもろさうし」で盛んに用いられる「連用形＋おはる」は、
組踊語では、自分ないしは目下の動作に対して用いられ、そのうち、高く待遇される補
語が設定できる場合には、結果として謙譲語と同様に見えるものがある。組踊語から現
代首里方言への謙譲語の変遷を図示すると、以下のようにまとめられる。 
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組踊語 変化形態 現代首里方言 
一般形 
ウ(グ)～シュン 
ウ(グ)～ウゥガミュン 
ウ(グ)～ウンニュキユン 
？ 
ウ(グ)～ウシャギユン 
 
―(維持)→ 
―(発達)→ 
―(維持)→ 
―(発達?)→ 
―(衰退?)→ 
一般形 
ウ(グ)～スン【御～する】 
ウ(グ)～ウゥガムン【御～する[拝む]】 
ウ(グ)～ウンヌキユン【御～申し上げる】 
テ形 ウサギユン【～してさしあげる】 
？ 【御～さしあげる】 
特定形 
ウシャギユン 
ユシリユン 
ウゥガミュン 
ウンニュキユン 
(ミュンニュキユン) 
ウミカキユン 
(ミューミカキユン) 
カミユン 
スィディユン 
ガラミチュン 
 
―(維持)→ 
―(維持)→ 
―(維持)→ 
―(維持)→ 
 
―(維持)→ 
 
―(衰退)→ 
―(衰退)→ 
―(衰退)→ 
特定形 
ウサギユン【さしあげる】 
ユシリユン【うかがう】 
ウゥガムン【拝見する･お目にかかる】 
ウンヌキユン【申し上げる】 
 
ウミカキユン【お見せする】 
 
消失？【いただく[原義:おしいただく]】 
消失？【いただく[原義:孵化する]】 
消失？【たてまつる】 
準特定形 
ウンツィケー シュン 
ミュンツィケー 
ウゥガミュン 
ッウィーチェー 
ウゥガミュン 
カミニゲー シュン 
【神願いする】 
メデイ シュン 
【御奉公する】 
連用形＋おはる 
(～ヨール) 
(一部、謙譲語化？) 
 
―(維持)→ 
―(維持)→ 
 
―(維持)→ 
 
―(維持)→ 
 
―(衰退)→ 
 
―(衰退)→ 
準特定形 
ウンチケー スン【御招きする】 
ウンチケー ウゥガムン【御招きする】 
 
ッウィーチェー ウゥガムン【お会いする】 
 
カミニングヮン スン 
【神念願する】 
消失？ 
 
消失？ 
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注 
(1) 伊狩典子氏によれば、現代首里方言において「お会いしなさい」(命令)という意
味では「ッウィーチェー ウゥガミ」と言い、単に「ウゥガミ」という言い方はし
ない。また、「お聞きしろ」という意味で「チチ ウゥガミ」(聞き拝め)「ウチチ ウ
ゥガミ」(お聞き拝め)という言い方が今の首里方言にあるかどうかも尋ねたが、否
定的な回答であった。 
 
(2) 「ウガミュン」の用例数の多さは、それが文法化し、謙譲語の一般形「ウ(グ)～
ウゥガムン」の形を発達させた道筋をうかがわせる。「ウゥガントゥミヤビティ」(拝
み留めやべて)という決まり文句まで含めると、「拝む」が用いられた用例はさらに
増える。また、挨拶言葉においては「チュー ウゥガナビラ(今日は)」「ナゲーサ ウ
ゥガナビラ」(お久しぶりです)「アチャ ウゥガナビラ」(おやすみなさい[直訳：
明日拝みましょう])(小高恭 2002:233)、「グスーヨー チューヤ イィー グス
ージ ウゥガディ ウサチニ ッウィートゥマ ウゥガナビラ」(福地唯方
1979:858)などのように、「ウゥガヌン」の丁寧･志向形「ウゥガナビラ」などが多
用されており、沖縄語の「をがむ【拝む】」に相当する語が、共通語(日本語)よりも
頻出の動詞であることがうかがえる。 
 
(3) 護佐丸39上の用例「かうずみしやうち」の解釈を、伊波1974[1929]:39は「(勝
連の按司が)讒言し給ひて」と尊敬語に解している。ここでの「～やうち」は単なる
尊敬ではなく、護佐丸の遺児である鶴松が、敵である勝連の按司「あまおへ」より
も、父である護佐丸を高く待遇していることを暗に表わしているとも考えられる。
「知らしやうち」(護佐丸39下)については、伊波1974[1929]:39も「知らせまつり
て」と謙譲語に解釈しているようなので問題はない。 
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